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、
市
川
、
坂
田
、
内
海
、
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中
、
内
山
、
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戸
、
浅
井
）

計
⒘
名

会
長
挨
拶

①
団
体
名
称
に
つ
い
て

・
日
体
協
が
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
に
名
称
変
更
。

・
県
岳
連
も
名
称
変
更
は
近

県
の
様
子
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

②
創
立
70
周
年
記
念
誌
の
印

刷
発
注
済
み

③
通
常
総
会

４
月
21

日

（
土
）
開
催

④
山
の
日
の
行
事

フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
当
て
た
い
、
４

団
体
と
共
に
８
月
で
検
討
す

る
。

１
、
各
委
員
会
報
告
事
項

①
、
国
体
委
員
会
（
諸
戸
）

男
子
の
優
勝
１
、
２
、
３

位
ま
で
中
学
、
女
子

１
位

小
学
５
年
２
、
３
位
中
学
２

年
と
若
年
化
し
て
い
る

②
、
海
外
登
山
委
員
会
（
出

利
葉
）

エ
ル
ブ
ル
ー
ス
計
画

参
加

者
富
士
宮
山
岳
会
２
名
ケ
ル

ン
１
名
エ
ク
ス
ぺ
デ
イ
シ
ョ

ン
２
名
、
他
２
名
、
ガ
イ
ド

は
雇
わ
な
く
、
工
程
の
準
備

を
進
め
て
い
る

日
程
は
８
月
９
日
～
19
日
と

な
り
、
申
込
み
は
４
月
末
ま

で
に

③
、
日
山
協
全
国
理
事
長
会

議２
月
18
日
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

エ
イ
ト
で
開
催
す
る
。
出
席

（
木
ノ
内
）

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

は
発
展
し
て
い
く
が
登
山
部

門
は
今
一
つ
の
感
じ
で
あ
る
。

合
田
常
務
理
事
か
ら
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

県
岳
連
の
名
称
で
い
く
と

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

は
ど
こ
で
や
る
の
？
」
と
問

わ
れ
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」

の
言
葉
を
岳
連
の
名
称
に
入

れ
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ

る
。国

体
の
予
選
会
の
運
営
が

苦
し
く
（
施
設
費
、
セ
ッ
タ
ー

料
）
Ｓ
Ｃ
が
重
荷
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

岳
連
の
な
か
の
登
山
部
門

が
登
山
道
の
整
備
な
ど
を
し

て
事
業
費
を
捻
出
し
て
い
る

が
、
実
際
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
部
門
に
持
っ
て

い
か
れ
る
事
例
も
あ
る
。

④
、
指
導
委
員
会
（
内
海
）

・
雪
山
登
山
教
室

２
月
25
日
実
施
、
参
加
者
14

名
＋
役
員
２
名
計
16
名
、
座

学
は
10
名

ア
イ
ゼ
ン
を
着
用
し
良
い
雪

山
の
経
験
が
出
来
た
。

（
浅
井
徹
）

４
月
９
日
（
月
）
18
時
30

か
ら
、
静
岡
静
岡
労
政
会
館

で
常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

出
席
者

滝
田
会
長
、
清
水

副
会
長
、
木
ノ
内
理
事
長
、

出
利
葉
副
理
事
長
、
豊
田
、

高
橋
、
堀
内
、
工
藤
、

松
永
、
増
田
、
市
川
、
鈴
木
、

坂
田
、
兼
子
、
内
海
、
田
中
、

諸
戸
、
前
川
の
18
名
出
席

滝
田
会
長
か
ら
「
本
日
は

通
常
総
会
の
準
備
打
合
せ
を

中
心
に
行
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

議
題

事
業
報
告

特
に
な
し

事
業
計
画

国
体
委
員
長
よ
り
、
国
体
県

予
選
会
を
５
月
３
日
（
木
）

浜
松
ス
ク
エ
ア
と
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｔ
で
実
施
す
る
。
運
営
の

お
手
伝
い
の
で
き
る
方
は
お

願
い
し
た
い
と
運
営
員
の
要

請
あ
り
。

お
手
伝
い
の
で
き
る
方
は
諸

戸
委
員
長
に
連
絡
す
る
。

通
常
総
会

平
成
30
年
度
通
常
総
会
は
、

４
月
21
日
（
土
曜
）
13
時
か

ら
「
あ
ざ
れ
あ
」
で
開
催
。

総
会
の
役
割
分
担
等
に
つ
い

て
、
担
当
者
を
決
め
た
。

総
会
資
料
全
体
の
内
容
を

読
み
合
わ
せ
、
29
年
度
事
業

報
告
、
全
体
と
各
専
門
委
員

会
内
容
を
検
討
し
た
。
事
業

実
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
も

全
体
の
内
容
、
各
専
門
委
員

会
の
内
容
を
検
討
し
た
。

会
計
報
告
は
、
今
年
度
の

未
収
金
の
な
い
事
を
確
認
し

収
支
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

了
承
し
た
。

予
算
（
案
）
で
は
、
国
体

費
を
計
上
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ナ
ー
派
遣
の
県
体
協

補
助
の
不
足
分
と
し
て
岳
連

か
ら
宿
泊
、
日
当
な
ど
の
補

助
を
盛
り
込
ん
だ
。

役
員
の
改
選

、
滝
田
会
長
と
役
員
の
再
任

が
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

総
会
で
は
慣
例
で
役
員
選
考

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
協
議

し
て
き
た
が
、
総
会
後
の
講

演
会
、
祝
賀
会
が
控
え
て
い

る
の
で
、
常
任
理
事
会
の
案

を
総
会
に
か
け
る
こ
と
で
了

承
を
得
た
。

３
月
末
で
、
静
岡
ケ
ル
ン

山
岳
会
、
静
岡
こ
ま
く
さ
会
、

湖
西
山
の
会
の
３
ク
ラ
ブ
が

退
会
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
加

盟
団
体
数
は
19
団
体
と
な
っ

た
。そ

の
他

70
周
年
記
念
講
演
会
に
は

50
名
の
参
加
者
が
あ
る
。

祝
賀
会
で
は
、
長
年
県
岳
連

に
尽
力
さ
れ
た
、
塩
澤
前
副

会
長
、
豊
田
元
副
会
長
に
感

謝
状
と
記
念
品
を
贈
る
。

（
前
川
朝
夫
）
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演
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者
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る
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で
は
、
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年
県
岳
連
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、
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会
長
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元
副
会
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に
感

謝
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記
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（
前
川
朝
夫
）

平
成
30
年
度
の
通
常
総
会

が
４
月
21

日
、
静
岡
市
の

「
あ
ざ
れ
あ
」
で
開
か
れ
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
、
滝
田
会
長
を
再
任
し

た
他
、
副
会
長
、
理
事
長
、

監
事
も
再
任
と
し
た
。

議
事
で
は
、
前
年
度
事
業

報
告
、
決
算
報
告
な
ど
を
行

い
、
新
年
度
事
業
計
画
、
予

算
案
な
ど
を
審
議
し
、
新
年

度
体
制
で
の
岳
連
事
業
の
推

進
に
意
識
を
高
め
た
。

事
業
計
画
で
は
、
夏
山
登

山
教
室
を
7
月
に
「
甲
斐
駒
・

仙
丈
岳
」
に
登
ろ
う
を
テ
ー

マ
に
座
学
と
実
習
の
4
回
セ
ッ

ト
で
実
施
し
、
秋
山
登
山
教

室
を
10
月
に
御
岳
山
を
目
標

に
、
一
般
市
民
を
対
象
に
計

画
し
て
い
る
。
中
級
及
び
初

級
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習

会
も
一
般
向
け
に
計
画
し
た
。

８
月
に
は
ロ
シ
ア
の
エ
ル
ブ

ル
ー
ス
峰
へ
の
遠
征
登
山
を

海
外
委
員
会
が
計
画
し
予
定

数
の
隊
員
が
集
ま
り
鋭
意
準

備
中
と
報
告
が
あ
っ
た
。

し
ず
お
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
西
部
ブ
ロ
ッ

ク
が
担
当
し
、
10
月
に
秋
葉

山
・
京
丸
山
で
県
内
の
岳
人

を
集
め
て
実
施
す
る
。
京
丸

山
コ
ー
ス
で
は
希
望
者
は
旧

藤
原
家
に
泊
ま
る
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
他
、
19
年
版
岳
連
カ

レ
ン
ダ
ー
の
販
売
、
岳
連
ニ
ュ
ー

ス
「
宝
永
」
の
年
4
回
の
発

行
を
決
め
た
。
山
の
日
記
念

行
事
と
し
て
山
岳
４
団
体
で

実
施
す
る
写
真
展
へ
の
参
加

も
盛
り
込
ん
だ
。

岳
連
加
盟
団
体
数
は
湖
西

山
の
会
、
静
岡
こ
ま
く
さ
会
、

静
岡
ケ
ル
ン
山
岳
会
の
３
団

体
が
退
会
し
、
30
年
4
月
時

点
で
19
団
体
と
な
り
、
団
体

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

新
役
員
は
次
の
方
々
。

▽
会
長
＝
滝
田
博
之

▽
副
会
長
＝
前
川
朝
夫
、
清

水
雄
三

▽
理
事
長
＝
木
ノ
内
髙
嘉

▽
副
理
事
長
＝
出
利
葉
義
次

▽
監
事
＝

豊
田
稔
、
髙
橋

弘

（
木
ノ
内
髙
嘉
）

4
月
1
日
（
日
）
岸
記
念

体
育
館
に
て
、
47
都
道
府
県

（
7
欠
席
）
とJ

M
S
C
A

委
員

25
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。

平
山
副
会
長
あ
い
さ
つ

国
体
委
員
会

・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
指
導
者

資
格
の
失
効
（
更
新
義
務
研

修
未
受
講
）
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
成
年
女
子
の
監

督
を
行
っ
た
件
が
あ
っ
た
。

・
来
年
度
福
井
国
体
の
準
備

状
況
に
つ
い
て
（
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
は
、
リ
ー
ド
ジ
ャ
パ

ン
で
は
な
く
、
日
本
学
生
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
対
抗

選
手
権
大
会
と
し
て
実
施
）

・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
、

表
彰
式
前
に
ア
ン
チ
ド
ー
ピ

ン
グ
の
簡
略
化
し
た
講
習
会

を
行
う
予
定
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
の
昨

年
度
の
状
況
（
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
は
本
年
担
当
は
三
重
県
、

期
日
は
三
重
県
が

欠
席
の

た
め
未
定
）

技
術
委
員
会

・
18
年I

F
S
C

競
技
規
則
の
変

更

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
に

つ
い
て
、
新
ル
ー
ル
で
は
完

登
数
→
ボ
ー
ナ
ス
数
（
ゾ
ー

ン
）
→
完
登
ア
テ
ン
プ
ト
数

→
ボ
ー
ナ
ス
獲
得
ま
で
の
ア

テ
ン
プ
ト
数
の
順
に
な
る
。

・
17
年
度
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
競
技
審
判
の
取
得
状

況
（
審
判
の
質
を
上
げ
る
た

め
合
格
率
は
下
が
っ
て
い
る
）

・
セ
ッ
タ
ー
、
審
判
員
は
単

年
度
登
録
制
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
の
個
人
登
録
・
登
録

費
の
納
入
）
に
移
行
す
る
予

定
。
こ
れ
か
ら
、
個
人
に
通

知
す
る
予
定
（
期
日
未
定
）
。

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

（
公
式
大
会
に
お
け
る
広
報

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
報
告
）

・
競
技
委
員
会

18
年
競
技
大
会
予
定

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ

19
年
8
月
世
界
選
手
権

八
王
子

男
女
7
名
の
選
手

枠
選
考
、
20
年
盛
岡
ア
ジ
ア

選
手
権

大
陸
枠
の
残
り
の

選
考
、
8
月
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

そ
の
後
10
月
～
11
月WC

予
定
。

19
年
の
広
島
ア
ー
バ
ン
大
会

実
施
以
降
継
続
的
に
行
う
必

要
性
あ
り
。

追
加
種
目
と
し
て
入
っ
た

こ
の
競
技
を
継
続
さ
せ
る
た

め
に
も
、
上
記
の
大
会
お
よ

び
評
価
が
重
要
。

日
本
人
がI

F
S
C

委
員
に
継

続
的
に
入
る
必
要
性
が
あ
る
。

運
営
資
金
や
人
材
の
不
足
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
関
東
中

心
の
メ
ン
バ
ー
で
は
苦
し
い
。

地
方
か
ら
も
人
材
が
欲
し
い
。

全
体
の
感
想
と
し
て
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、

一
段
と
選
手
強
化
・
大
会
運

営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

が
大
変
に
な
っ
て
い
る
印
象

が
強
い
。
県
で
も
多
く
の
人

か
選
手
強
化
に
関
わ
っ
て
い

く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

（
諸
戸
明
）

平
成
30
年
度
の
通
常
総
会

が
４
月
21

日
、
静
岡
市
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「
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ざ
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」
で
開
か
れ
た
。

任
期
満
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伴
う
役
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改
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で
は
、
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再
任
し

た
他
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副
会
長
、
理
事
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、

監
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も
再
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た
。

議
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の
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。

事
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習
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施
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。
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ェ
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。
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行
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と
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で
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す
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写
真
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の
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加

も
盛
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込
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だ
。
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連
加
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数
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山
の
会
、
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岡
こ
ま
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会
、

静
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ケ
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ン
山
岳
会
の
３
団

体
が
退
会
し
、
30
年
4
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時

点
で
19
団
体
と
な
り
、
団
体

の
減
少
に
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め
が
か
か
ら

な
い
状
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が
続
い
て
い
る
。

新
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は
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の
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あ
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国
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で
指
導
者

資
格
の
失
効
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更
新
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研

修
未
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）
し
て
い
る
に
も

関
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ず
、
成
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子
の
監
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を
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が
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。
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の
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を
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（
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
は
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担
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は
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、

期
日
は
三
重
県
が

欠
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の

た
め
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定
）

技
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会
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技
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の
変

更
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ダ
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に
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、
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で
は
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（
ゾ
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）
→
完
登
ア
テ
ン
プ
ト
数

→
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ー
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獲
得
ま
で
の
ア
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プ
ト
数
の
順
に
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る
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度
ス
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ク
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グ
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技
審
判
の
取
得
状

況
（
審
判
の
質
を
上
げ
る
た

め
合
格
率
は
下
が
っ
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る
）

・
セ
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、
審
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は
単
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度
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制
（
ウ
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サ
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ト
か
ら
の
個
人
登
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・
登
録

費
の
納
入
）
に
移
行
す
る
予
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。
こ
れ
か
ら
、
個
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に
通

知
す
る
予
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期
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）
。
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グ
委
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会
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式
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に
お
け
る
広
報

マ
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ジ
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ト
報
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会
予
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で
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プ
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8
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世
界
選
手
権

八
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子

男
女
7
名
の
選
手

枠
選
考
、
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年
盛
岡
ア
ジ
ア

選
手
権

大
陸
枠
の
残
り
の

選
考
、
8
月
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

そ
の
後
10
月
～
11
月WC

予
定
。

19
年
の
広
島
ア
ー
バ
ン
大
会

実
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以
降
継
続
的
に
行
う
必

要
性
あ
り
。

追
加
種
目
と
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た

こ
の
競
技
を
継
続
さ
せ
る
た

め
に
も
、
上
記
の
大
会
お
よ

び
評
価
が
重
要
。

日
本
人
がI

F
S
C

委
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に
継

続
的
に
入
る
必
要
性
が
あ
る
。

運
営
資
金
や
人
材
の
不
足
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
関
東
中

心
の
メ
ン
バ
ー
で
は
苦
し
い
。

地
方
か
ら
も
人
材
が
欲
し
い
。

全
体
の
感
想
と
し
て
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、

一
段
と
選
手
強
化
・
大
会
運

営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

が
大
変
に
な
っ
て
い
る
印
象

が
強
い
。
県
で
も
多
く
の
人

か
選
手
強
化
に
関
わ
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て
い

く
必
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を
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て
い
る
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滝
田
会
長
を
再
任

滝
田
会
長
を
再
任
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３
月
常
任
理
事
会

３
月
常
任
理
事
会

４
月
常
任
理
事
会

４
月
常
任
理
事
会

南
ア
ル
プ
ス
の
春
山
相
談
所
が
、

４
月
27
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
10

日
間
、
沼
平
の
指
導
セ
ン
タ
ー
で
開

設
さ
れ
た
。

県
遭
対
協
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

県
岳
連
か
ら
延
べ
19
名
の
指
導
員
を

派
遣
し
た
。
ま
た
、
警
察
の
山
岳
救

助
隊
員
も
そ
の
間
延
べ
55
名
が
常
駐

し
、
登
山
者
の
相
談
、
指
導
及
び
天

候
や
雪
の
状
態
な
ど
の
情
報
提
供
を

行
い
、
安
全
登
山
の
一
翼
を
担
っ
た
。

こ
の
期
間
の
沼
平
か
ら
の
入
山
者

は
、
計
70
パ
ー
テ
ィ
で
、
男
性
95
名
、

女
性
21
名
、
計
116
名
で
あ
っ
た
。
内

訳
は
、
茶
臼
岳
・
光
岳
方
面
が
53
パ
ー

テ
ィ
、
聖
岳
方
面
が
５
パ
ー
テ
ィ
、

赤
石
岳
方
面
が
６
パ
ー
テ
ィ
、
青
薙

山
な
ど
そ
の
他
が
６
パ
ー
テ
ィ
で
、

前
半
が
少
な
く
後
半
は
多
く
、
全
体

で
は
昨
年
よ
り
少
な
か
っ
た
。

今
年
の
積
雪
は
例
年
よ
り
少
な
く
、

気
温
は
高
か
っ
た
。
指
導
セ
ン
タ
ー

の
朝
は
６
～
７
度
。
天
候
は
５
月
２

日
～
３
日
の
午
前
中
、
雨
が
降
っ
た

が
、
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
仁
田
岳
が

良
く
見
え
晴
天
が
多
か
っ
た
。
稜
線

で
風
が
強
く
、
引
き
返
し
て
き
た
単

独
の
数
パ
ー
テ
ィ
が
あ
っ
た
が
、
晴

天
の
日
が
多
か
っ
た
の
で
事
故
は
な

か
っ
た
。

な
お
、
７
日
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

で
赤
石
岳
に
登
り
下
山
し
て
こ
な
い

と
の
こ
と
で
、
救
助
隊
が
捜
索
に
行

く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
単
独
の
登

山
者
が
増
え
て
お
り
安
全
登
山
に
心

が
け
て
ほ
し
い
。

（
豊
田
稔
）

南
ア
ル
プ
ス
の
春
山
相
談
所
が
、

４
月
27
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
10

日
間
、
沼
平
の
指
導
セ
ン
タ
ー
で
開

設
さ
れ
た
。

県
遭
対
協
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

県
岳
連
か
ら
延
べ
19
名
の
指
導
員
を

派
遣
し
た
。
ま
た
、
警
察
の
山
岳
救

助
隊
員
も
そ
の
間
延
べ
55
名
が
常
駐

し
、
登
山
者
の
相
談
、
指
導
及
び
天

候
や
雪
の
状
態
な
ど
の
情
報
提
供
を

行
い
、
安
全
登
山
の
一
翼
を
担
っ
た
。

こ
の
期
間
の
沼
平
か
ら
の
入
山
者

は
、
計
70
パ
ー
テ
ィ
で
、
男
性
95
名
、

女
性
21
名
、
計
116
名
で
あ
っ
た
。
内

訳
は
、
茶
臼
岳
・
光
岳
方
面
が
53
パ
ー

テ
ィ
、
聖
岳
方
面
が
５
パ
ー
テ
ィ
、

赤
石
岳
方
面
が
６
パ
ー
テ
ィ
、
青
薙

山
な
ど
そ
の
他
が
６
パ
ー
テ
ィ
で
、

前
半
が
少
な
く
後
半
は
多
く
、
全
体

で
は
昨
年
よ
り
少
な
か
っ
た
。

今
年
の
積
雪
は
例
年
よ
り
少
な
く
、

気
温
は
高
か
っ
た
。
指
導
セ
ン
タ
ー

の
朝
は
６
～
７
度
。
天
候
は
５
月
２

日
～
３
日
の
午
前
中
、
雨
が
降
っ
た

が
、
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
仁
田
岳
が

良
く
見
え
晴
天
が
多
か
っ
た
。
稜
線

で
風
が
強
く
、
引
き
返
し
て
き
た
単

独
の
数
パ
ー
テ
ィ
が
あ
っ
た
が
、
晴

天
の
日
が
多
か
っ
た
の
で
事
故
は
な

か
っ
た
。

な
お
、
７
日
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

で
赤
石
岳
に
登
り
下
山
し
て
こ
な
い

と
の
こ
と
で
、
救
助
隊
が
捜
索
に
行

く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
単
独
の
登

山
者
が
増
え
て
お
り
安
全
登
山
に
心

が
け
て
ほ
し
い
。

（
豊
田
稔
）

南
ア
春
山
相
談
所
開
設

南
ア
春
山
相
談
所
開
設

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
全
体
連
絡
会
議

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
全
体
連
絡
会
議

平
成
30
年
度
通
常
総
会

事
業
計
画
決
ま
る

平
成
30
年
度
通
常
総
会

事
業
計
画
決
ま
る
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本
年
度
の
福
井
国
体
の
予

選
会
が
５
月
３
日
に
リ
ー
ド

を
ス
ク
エ
ア
、
午
後
に
は
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
を
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ

Ｔ
に
て
少
年
男
子
25
名
、
少

年
女
子
11
名
、
成
年
男
子
３

名
、
成
年
女
子
２
名
の
参
加

を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。
昨

年
度
よ
り
、J

O
C

ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
の
名

簿
順
作
成
の
対
象
大
会
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
オ
ー
プ
ン
参

加
の
選
手
６
名
が
参
加
し
た
。

競
技
は
、
リ
ー
ド
の
少
年

男
子
で
は
、
メ
イ
ン
壁
の
傾

斜
の
強
い
部
分
を
超
え
る
ル
ー

ト
で
、
片
桐
君
と
オ
ー
プ
ン

参
加
の
鈴
木
音
生
君
が
、
力

の
あ
る
登
り
を
み
せ
完
登
。

（
12
ｃ
ｄ
）
少
年
女
子
は
、

傾
斜
の
強
い
部
分
を
超
え
上

部
壁
に
到
達
し
た
６
名
の
中

で
、
片
木
さ
ん
と
中
里
さ
ん

が
同
到
達
高
度
で
１
位
（
12

ｃ
）
。
成
年
女
子
は
少
年
女

子
と
同
ル
ー
ト
で
、
２
名
の

選
手
は
、
少
年
女
子
の
最
高

到
達
点
を
超
え
、
リ
ー
ド
を

得
意
と
す
る
中
村
が
完
登
し
、

力
を
見
せ
た
。
成
年
男
子
は
、

上
部
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
的
な

ム
ー
ブ
の
あ
る
ル
ー
ト
で
、

若
宮
さ
ん
が
力
の
あ
る
登
り

を
み
せ
、
終
了
点
に
迫
っ
て

フ
ォ
ー
ル
し
た
。
（
12
ｄ
～

13
ａ
）

そ
の
後
，
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ

に
移
動
し
て
行
わ
れ
た
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
競
技
は
４
分
間
オ

ン
サ
イ
ト
・
４
課
題
の
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
ー
方
式
で
、
少

年
男
子
は
片
桐
君
が
、
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
４
課

題
を
４
完
登
５
ア
テ
ン
プ
ト

の
１
位
で
強
さ
を
見
せ
、
赤

池
君
が
４
完
登
10
ア
テ
ン
プ

ト
で
続
い
た
。
少
年
女
子
で

は
片
木
さ
ん
が
４
完
登
５
ア

テ
ン
プ
ト
で
１
位
、
続
い
て

小
学
生
の
永
嶋
さ
ん
が
３
完

登
で
続
い
た
。
少
年
女
子
と

同
課
題
の
成
年
女
子
は
、
北

脇
さ
ん
が
全
課
題
一
撃
で
力

を
示
し
た
。
最
後
に
行
わ
れ

た
成
年
男
子
は
、
若
宮
さ
ん

が
３
完
登
４
ゾ
ー
ン
で
１
位

と
な
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ

た
。セ

ッ
タ
ー
を
お
願
い
し
当

日
も
競
技
の
終
わ
る
ま
で
見

届
け
て
い
た
だ
い
た
、
松
原

さ
ん
、
伊
藤
さ
ん
、
滝
浪
さ

ん
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

い
て
閉
会
し
た
。
毎
年
会
場

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
ス
ク
エ
ア
さ
ん
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｔ
さ
ん
に
は
大
変
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
岐
阜
県

で
行
わ
れ
る
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
の
健
闘
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

大
会
の
上
位
３
名
の
選
手

は
以
下
の
通
り
。

成
年
男
子

１
位

若
宮
京
介

２
位

原
賢
伸

３
位

関
翔
太

成
年
女
子

１
位

北
脇
順
子

１
位

中
村
祐
香
梨

少
年
男
子

１
位

片
桐
綾
真

２
位

鈴
木
音
生

３
位

赤
池
俊

哉少
年
女
子

１
位

片
木
麻
音

２
位

中
里
溪
夏

３
位

永
嶋
美

智
華

（
諸
戸
明
）

静
岡
県
山
岳
連
盟
元
会
長

の
故
田
中
克
己
氏
が
中
心
と

な
り
、
96
年
に
島
田
市
で
開

催
さ
れ
た
「
市
民
登
山
講
座
」

受
講
メ
ン
バ
ー
を
主
体
に
翌

年
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
創
立
22
年
目
を
迎

え
、
創
立
時
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
だ
い
ぶ

入
れ
替
わ
り
ま
し
た

が
、
50
名
前
後
の
会

員
数
を
維
持
し
つ
つ

大
井
川
流
域
を
中
心

的
に
活
動
す
る
山
の

会
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

「
山
を
楽
し
み
た
い
」
と

の
思
い
に
よ
り
一
か
ら
始
ま
っ

た
会
と
し
て
、
毎
月
の
定
例

山
行
を
中
心
と
し
た
活
動
に

よ
り
、
会
員
同
士
の
親
睦
や

技
術
・
体
力
が
深
め
ら
れ
、

01
年
に
5
周
年
記
念
の
赤
石
・

椹
島
集
中
山
行
、
10
周
年
の

安
倍
奥
東
山
稜
全
山
縦
走
、

15
周
年
で
は
地
元
山
域
の
山

犬
段
周
辺
、
20
周
年
は
富
士

山
を
取
り
囲
む
周
辺
の
山
々

を
登
り
、
最
後
の
締
め
と
し

て
本
栖
湖
～
田
貫
湖
の
一
泊

縦
走
に
よ
っ
て
富
士
山
周
回

を
終
了
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
毎
月
の
「
定
例

山
行
」
と
土
日
の
半
日
を
利

用
し
た
「
お
は
よ
う
ハ
イ
キ

ン
グ
」
や
、
平
日
企
画
の
通

称
「
ひ
ら
め
山
行
」
、
夏
・

冬
合
宿
、
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会
等
と
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
創
立
当

初
か
ら
の
会
の
目
標
で
あ
る

安
全
山
行
を
心
が
け
、
定
例

山
行
で
の
下
見
励
行
、
個
人

山
行
時
の
計
画
書
提
出
、
セ

ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
の

例
年
開
催
等
の
努
力
に
よ
り
、

大
き
な
事
故
も
な
く
活
動
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
発
な
活
動
を
支

え
て
い
る
の
が
、
毎
月
発
行

し
て
い
る
会
報
誌
『
や
ま
び

こ
』
で
、
今
年
2
月
に
創
刊

250
号
を
迎
え
ま
し
た
。

当
会
報
は
、
連
絡
手
段
で

あ
る
と
同
時
に
、
定
例
山
行

の
山
紹
介
、
山
行
報
告
や
思

い
出
、
作
品
等
を
自
由
に
発

表
で
き
る
場
を
提
供
し
、
会

員
自
身
の
考
え
方
や
山
に
対

す
る
想
い
を
理
解
で
き
る
こ

と
か
ら
、
お
互
い
の
親
睦
に

大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
創
立
以
来
20
年

以
上
を
経
て
、
会
員
の
平
均

年
齢
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
会
員
数
の
維
持
や

新
入
会
員
の
研
修
を
目
的
と

し
て
、
登
山
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
創
立
の
契
機
と

な
っ
た
当
時
の
講
座
受
講
者

の
年
齢
は
、
40
～
50
歳
代
前

半
が
主
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
の
教
室
受
講
者
は

50
～
60
歳
代
に
上
昇
し
時
代

の
変
化
を
感
じ
ま
す
。
一
方

で
平
均
年
齢
上
昇
と
長
い
経

験
に
よ
る
良
い
面
と
し
て
、

山
行
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が

現
れ
、
頂
き
を
目
指
す
ス
タ

イ
ル
か
ら
、
歴
史
・
文
化
も

同
時
に
楽
し
む
事
を
取
り
入

れ
た
山
行
も
活
発
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

昨
年
は
「
京

都
ト
レ
イ
ル
完
踏
」
や

（
２
ペ
ー
ジ
下
段
に
続
く
）

本
年
度
の
福
井
国
体
の
予

選
会
が
５
月
３
日
に
リ
ー
ド

を
ス
ク
エ
ア
、
午
後
に
は
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
を
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ

Ｔ
に
て
少
年
男
子
25
名
、
少

年
女
子
11
名
、
成
年
男
子
３

名
、
成
年
女
子
２
名
の
参
加

を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。
昨

年
度
よ
り
、J

O
C

ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
の
名

簿
順
作
成
の
対
象
大
会
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
オ
ー
プ
ン
参

加
の
選
手
６
名
が
参
加
し
た
。

競
技
は
、
リ
ー
ド
の
少
年

男
子
で
は
、
メ
イ
ン
壁
の
傾

斜
の
強
い
部
分
を
超
え
る
ル
ー

ト
で
、
片
桐
君
と
オ
ー
プ
ン

参
加
の
鈴
木
音
生
君
が
、
力

の
あ
る
登
り
を
み
せ
完
登
。

（
12
ｃ
ｄ
）
少
年
女
子
は
、

傾
斜
の
強
い
部
分
を
超
え
上

部
壁
に
到
達
し
た
６
名
の
中

で
、
片
木
さ
ん
と
中
里
さ
ん

が
同
到
達
高
度
で
１
位
（
12

ｃ
）
。
成
年
女
子
は
少
年
女

子
と
同
ル
ー
ト
で
、
２
名
の

選
手
は
、
少
年
女
子
の
最
高

到
達
点
を
超
え
、
リ
ー
ド
を

得
意
と
す
る
中
村
が
完
登
し
、

力
を
見
せ
た
。
成
年
男
子
は
、

上
部
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
的
な

ム
ー
ブ
の
あ
る
ル
ー
ト
で
、

若
宮
さ
ん
が
力
の
あ
る
登
り

を
み
せ
、
終
了
点
に
迫
っ
て

フ
ォ
ー
ル
し
た
。
（
12
ｄ
～

13
ａ
）

そ
の
後
，
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ

に
移
動
し
て
行
わ
れ
た
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
競
技
は
４
分
間
オ

ン
サ
イ
ト
・
４
課
題
の
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
ー
方
式
で
、
少

年
男
子
は
片
桐
君
が
、
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
４
課

題
を
４
完
登
５
ア
テ
ン
プ
ト

の
１
位
で
強
さ
を
見
せ
、
赤

池
君
が
４
完
登
10
ア
テ
ン
プ

ト
で
続
い
た
。
少
年
女
子
で

は
片
木
さ
ん
が
４
完
登
５
ア

テ
ン
プ
ト
で
１
位
、
続
い
て

小
学
生
の
永
嶋
さ
ん
が
３
完

登
で
続
い
た
。
少
年
女
子
と

同
課
題
の
成
年
女
子
は
、
北

脇
さ
ん
が
全
課
題
一
撃
で
力

を
示
し
た
。
最
後
に
行
わ
れ

た
成
年
男
子
は
、
若
宮
さ
ん

が
３
完
登
４
ゾ
ー
ン
で
１
位

と
な
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ

た
。セ

ッ
タ
ー
を
お
願
い
し
当

日
も
競
技
の
終
わ
る
ま
で
見

届
け
て
い
た
だ
い
た
、
松
原

さ
ん
、
伊
藤
さ
ん
、
滝
浪
さ

ん
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

い
て
閉
会
し
た
。
毎
年
会
場

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
ス
ク
エ
ア
さ
ん
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｔ
さ
ん
に
は
大
変
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
岐
阜
県

で
行
わ
れ
る
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
の
健
闘
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

大
会
の
上
位
３
名
の
選
手

は
以
下
の
通
り
。

成
年
男
子

１
位

若
宮
京
介

２
位

原
賢
伸

３
位

関
翔
太

成
年
女
子

１
位

北
脇
順
子

１
位

中
村
祐
香
梨

少
年
男
子

１
位

片
桐
綾
真

２
位

鈴
木
音
生

３
位

赤
池
俊

哉少
年
女
子

１
位

片
木
麻
音

２
位

中
里
溪
夏

３
位

永
嶋
美

智
華

（
諸
戸
明
）

静
岡
県
山
岳
連
盟
元
会
長

の
故
田
中
克
己
氏
が
中
心
と

な
り
、
96
年
に
島
田
市
で
開

催
さ
れ
た
「
市
民
登
山
講
座
」

受
講
メ
ン
バ
ー
を
主
体
に
翌

年
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
創
立
22
年
目
を
迎

え
、
創
立
時
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
だ
い
ぶ

入
れ
替
わ
り
ま
し
た

が
、
50
名
前
後
の
会

員
数
を
維
持
し
つ
つ

大
井
川
流
域
を
中
心

的
に
活
動
す
る
山
の

会
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

「
山
を
楽
し
み
た
い
」
と

の
思
い
に
よ
り
一
か
ら
始
ま
っ

た
会
と
し
て
、
毎
月
の
定
例

山
行
を
中
心
と
し
た
活
動
に

よ
り
、
会
員
同
士
の
親
睦
や

技
術
・
体
力
が
深
め
ら
れ
、

01
年
に
5
周
年
記
念
の
赤
石
・

椹
島
集
中
山
行
、
10
周
年
の

安
倍
奥
東
山
稜
全
山
縦
走
、

15
周
年
で
は
地
元
山
域
の
山

犬
段
周
辺
、
20
周
年
は
富
士

山
を
取
り
囲
む
周
辺
の
山
々

を
登
り
、
最
後
の
締
め
と
し

て
本
栖
湖
～
田
貫
湖
の
一
泊

縦
走
に
よ
っ
て
富
士
山
周
回

を
終
了
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
毎
月
の
「
定
例

山
行
」
と
土
日
の
半
日
を
利

用
し
た
「
お
は
よ
う
ハ
イ
キ

ン
グ
」
や
、
平
日
企
画
の
通

称
「
ひ
ら
め
山
行
」
、
夏
・

冬
合
宿
、
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会
等
と
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
創
立
当

初
か
ら
の
会
の
目
標
で
あ
る

安
全
山
行
を
心
が
け
、
定
例

山
行
で
の
下
見
励
行
、
個
人

山
行
時
の
計
画
書
提
出
、
セ

ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
の

例
年
開
催
等
の
努
力
に
よ
り
、

大
き
な
事
故
も
な
く
活
動
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
発
な
活
動
を
支

え
て
い
る
の
が
、
毎
月
発
行

し
て
い
る
会
報
誌
『
や
ま
び

こ
』
で
、
今
年
2
月
に
創
刊

250
号
を
迎
え
ま
し
た
。

当
会
報
は
、
連
絡
手
段
で

あ
る
と
同
時
に
、
定
例
山
行

の
山
紹
介
、
山
行
報
告
や
思

い
出
、
作
品
等
を
自
由
に
発

表
で
き
る
場
を
提
供
し
、
会

員
自
身
の
考
え
方
や
山
に
対

す
る
想
い
を
理
解
で
き
る
こ

と
か
ら
、
お
互
い
の
親
睦
に

大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
創
立
以
来
20
年

以
上
を
経
て
、
会
員
の
平
均

年
齢
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
会
員
数
の
維
持
や

新
入
会
員
の
研
修
を
目
的
と

し
て
、
登
山
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
創
立
の
契
機
と

な
っ
た
当
時
の
講
座
受
講
者

の
年
齢
は
、
40
～
50
歳
代
前

半
が
主
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
の
教
室
受
講
者
は

50
～
60
歳
代
に
上
昇
し
時
代

の
変
化
を
感
じ
ま
す
。
一
方

で
平
均
年
齢
上
昇
と
長
い
経

験
に
よ
る
良
い
面
と
し
て
、

山
行
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が

現
れ
、
頂
き
を
目
指
す
ス
タ

イ
ル
か
ら
、
歴
史
・
文
化
も

同
時
に
楽
し
む
事
を
取
り
入

れ
た
山
行
も
活
発
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

昨
年
は
「
京

都
ト
レ
イ
ル
完
踏
」
や

（
２
ペ
ー
ジ
下
段
に
続
く
）
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予
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第
73

回

国
体

予
選

会

山岳会紹介山岳会紹介

4
月
21
日
（
土
）
静
岡
市

内
の
「
あ
ざ
れ
あ
」
で
「
Ｈ

30
年
通
常
総
会
」
に
続
き
講

演
会
を
そ
の
後
場
所
を
［
中

島
屋
］
に
移
し
「
祝
賀
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
は
、
昨
年
9

月
に
実
施
し
た
「
中
高
年
安

全
登
山
指
導
者
講
習
会
」
で

講
演
頂
き
、
好
評
だ
っ
た
、

国
立
登
山
研
修
所
専
門
調
査

委
員
で
名
古
屋
工
業
大
学
北

村
憲
彦
教
授
の
講
演
で
し
た
。

内
容
は

平
成
29
年
3
月

に
那
須
で
発
生
し
た
「
高
校

生
の
雪
崩
事
故
」
を
引
用
し

て
、
遭
難
事
故
を
減
少
さ
せ

る
話
で
し
た
、
そ
の
要
旨
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た

記
念
講
演
会

「
中
高
年
登
山
の
問
題
と
現

状
に
つ
い
て
」

1
那
須
雪
崩
事
故
か
ら

事
故
は
平
成
29
年
3
月
27

日
朝
8
時
、
生
徒
7
人
と
引

率
教
師
1
名
の
死
亡
、
40
名

の
け
が
。

前
夜
20
cm
の
積
雪
、
力
量

に
差
が
あ
る
高
校
生
の
講
習

会
、
班
構
成
に
お
け
る
生
徒

と
講
師
の
所
属
が
不
一
致
。

目
的
は
ラ
ッ
セ
ル
訓
練
だ
っ

た
は
ず
だ
が
、
沢
筋
か
ら
平

坦
な
場
所
で
終
了
せ
ず
に
、

更
に
登
っ
て
事
故
に
遭
う
。

毎
年
実
施
し
て
い
る
講
習
会
、

禁
止
の
冬
山
登
山
で
は
な
い

と
扱
う
た
め
、
県
教
育
委
員

会
の
チ
ェ
ッ
ク
除
外
。

目
的
が
「
冬
山
に
な
じ
も
う
」

で
は
明
確
さ
が
な
く
曖
昧
に

な
っ
て
し
ま
う
。

5
月
連
休
の
春
山
向
け
講

習
で
あ
る
が
、
そ
の
講
習
自

体
が
厳
し
い
冬
山
時
期
で
の

開
催
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
の
練
習

を
行
う
の
か
が
不
明
確
、
引

率
者
よ
り
体
力
の
あ
る
高
校

生
と
強
い
主
張
、
高
校
山
岳

部
の
指
導
者
不
足
、
大
勢
人

が
い
る
こ
と
で
の
正
常
性
バ

イ
ア
ス
が
働
い
て
し
ま
う
。

２
山
岳
遭
難
の
現
状

昭
和
の
時
代
は
20
～
30
代

が
遭
難
世
代
だ
っ
た
が
、
平

成
に
入
り
、
高
齢
者
が
主
流
。

死
亡
者
、
行
方
不
明
者
の
数

は
一
定
だ
が
、
遭
難
者
の
数

は
右
肩
あ
が
り
で
、
40
歳
以

上
が
78
％
を
占
め
る
。

道
迷
い
も
一
応
は
遭
難
で

あ
る
が
、
転
倒
・
滑
落
や
病

気
は
レ
ベ
ル
の
違
う
遭
難
で
、

半
数
は
死
亡
に
直
結
す
る
。

心
臓
や
脳
に
関
す
る
病
気

は
、
山
に
入
る
と
発
症
し
や

す
い
状
態
に
な
る
。

３
山
岳
事
故
を
無
く
す
に
は

鈴
鹿
山
系
で
登
山
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
13
年
か
ら
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
。
又
、
登

山
者
の
求
め
る
も
の
は
、
標

識
、
登
山
情
報
、
駐
車
場
・

ト
イ
レ
で
、
施
設
化
を
推
進

さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
。

登
山
道
整
備
と
情
報
提
供

は
、
入
山
者
を
増
や
す
だ
け

で
、
登
山
事
故
は
な
く
せ
な

い
。
か
つ
て
は
登
山
者
の
組

織
化
に
よ
っ
て
、
単
独
山
行

に
よ
る
遭
難
を
な
く
す
方
向

が
あ
っ
た
。

自
立
し
た
登
山
者
の
教
育

に
加
え
、
登
山
チ
ー
ム
と
い

う
シ
ス
テ
ム
で
安
全
登
山
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

登
山
者
自
身
の
知
識
や
技

術
と
信
頼
感
の
あ
る
パ
ー
テ
ィ

で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

出
来
れ
ば
事
故
は
減
少
す
る
。

留
守
本
部
と
し
て
の
役
割
を

含
め
登
山
チ
ー
ム
と
し
て
行

動
す
る
よ
う
に
す
る
。

止
め
る
た
め
の
決
め
事
、

引
き
返
す
勇
気
で
は
な
く
、

引
き
返
す
計
画
を
立
て
て
お

く
こ
と
。

事
故
を
最
小
限
に
し
、
死

に
そ
う
な
人
を
助
け
る
「
ダ

メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に

は
、
無
線
・
携
帯
等
通
信
が

有
効
な
手
段
で
あ
る
。

待
機
者
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
支

援
と
と
も
に
、
家
族
や
仲
間

の
メ
ン
タ
ル
支
援
も
大
変
効

果
的
。

若
年
層
の
登
山
事
故
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
は
、
高
校

山
岳
部
の
顧
問
の
高
齢
化
も

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

祝
賀
会

鈴
木
県
警
救
助
隊
長
、
望

月
静
岡
市
山
岳
連
盟
会
長
、

記
念
講
演
会
講
師
の
北
村
先

生
の
来
賓
の
ほ
か
加
盟
団
体

か
ら
50
名
の
出
席
を
得
て
、

静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島

屋
で
開
催
さ
れ
た
。

席
上
、
塩
澤
前
副
会
長
、

豊
田
元
副
会
長
が
多
年
に
亘

り
県
岳
連
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
、
滝
田
会
長

か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
た
。

所
属
山
岳
会
の
方
々
が
一

堂
に
会
す
る
貴
重
な
宴
席
と

な
り
、
盛
況
に
催
さ
れ
た
。

各
山
岳
会
の
皆
様
と
の
交
流

に
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
と
、

参
加
者
の
方
か
ら
感
想
を
い

た
だ
い
た
。

（
坂
田
昇
）

（
３
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）

「
高
野
山
女
人
道
、
町
石

道
ハ
イ
キ
ン
グ
」
、
青
春
18

切
符
を
利
用
し
た
「
鎌
倉
ア

ル
プ
ス
」
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ブ
ロ
グ
『
島
田

ハ
イ
キ
ン
グ
』
を
開
設
し
常

に
新
鮮
な
活
動
状
況
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
外
部
の
方
と

の
情
報
交
流
の
場
と
し
て
も

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

発
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か
ら
当
会
に
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属
し

て
き
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か
ら
、
会
員
同
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の
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に
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な
い
信
頼
関
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の
存
在
に
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り
が
た
さ
を

感
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ま
す
。
昨
今
、
山

岳
会
離
れ
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
無
理
の
な
い
ス
タ
ン

ス
で
所
属
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
振
り
返
え
っ
て
み
る
と

味
わ
い
の
あ
る
大
切
な
存
在

で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
益
々
会
員
各
々
の

志
向
に
応
じ
た
多
様
な
ス
タ

イ
ル
の
山
歩
き
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

4
月
21
日
（
土
）
静
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市

内
の
「
あ
ざ
れ
あ
」
で
「
Ｈ

30
年
通
常
総
会
」
に
続
き
講

演
会
を
そ
の
後
場
所
を
［
中

島
屋
］
に
移
し
「
祝
賀
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
は
、
昨
年
9

月
に
実
施
し
た
「
中
高
年
安

全
登
山
指
導
者
講
習
会
」
で

講
演
頂
き
、
好
評
だ
っ
た
、

国
立
登
山
研
修
所
専
門
調
査

委
員
で
名
古
屋
工
業
大
学
北

村
憲
彦
教
授
の
講
演
で
し
た
。

内
容
は

平
成
29
年
3
月

に
那
須
で
発
生
し
た
「
高
校

生
の
雪
崩
事
故
」
を
引
用
し

て
、
遭
難
事
故
を
減
少
さ
せ

る
話
で
し
た
、
そ
の
要
旨
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た

記
念
講
演
会

「
中
高
年
登
山
の
問
題
と
現

状
に
つ
い
て
」

1
那
須
雪
崩
事
故
か
ら

事
故
は
平
成
29
年
3
月
27

日
朝
8
時
、
生
徒
7
人
と
引

率
教
師
1
名
の
死
亡
、
40
名

の
け
が
。

前
夜
20
cm
の
積
雪
、
力
量

に
差
が
あ
る
高
校
生
の
講
習

会
、
班
構
成
に
お
け
る
生
徒

と
講
師
の
所
属
が
不
一
致
。

目
的
は
ラ
ッ
セ
ル
訓
練
だ
っ

た
は
ず
だ
が
、
沢
筋
か
ら
平

坦
な
場
所
で
終
了
せ
ず
に
、

更
に
登
っ
て
事
故
に
遭
う
。

毎
年
実
施
し
て
い
る
講
習
会
、

禁
止
の
冬
山
登
山
で
は
な
い

と
扱
う
た
め
、
県
教
育
委
員

会
の
チ
ェ
ッ
ク
除
外
。

目
的
が
「
冬
山
に
な
じ
も
う
」

で
は
明
確
さ
が
な
く
曖
昧
に

な
っ
て
し
ま
う
。

5
月
連
休
の
春
山
向
け
講

習
で
あ
る
が
、
そ
の
講
習
自

体
が
厳
し
い
冬
山
時
期
で
の

開
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と
な
っ
て
い
る
。

キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
の
練
習

を
行
う
の
か
が
不
明
確
、
引

率
者
よ
り
体
力
の
あ
る
高
校

生
と
強
い
主
張
、
高
校
山
岳

部
の
指
導
者
不
足
、
大
勢
人

が
い
る
こ
と
で
の
正
常
性
バ

イ
ア
ス
が
働
い
て
し
ま
う
。

２
山
岳
遭
難
の
現
状

昭
和
の
時
代
は
20
～
30
代

が
遭
難
世
代
だ
っ
た
が
、
平

成
に
入
り
、
高
齢
者
が
主
流
。

死
亡
者
、
行
方
不
明
者
の
数

は
一
定
だ
が
、
遭
難
者
の
数

は
右
肩
あ
が
り
で
、
40
歳
以

上
が
78
％
を
占
め
る
。

道
迷
い
も
一
応
は
遭
難
で

あ
る
が
、
転
倒
・
滑
落
や
病

気
は
レ
ベ
ル
の
違
う
遭
難
で
、

半
数
は
死
亡
に
直
結
す
る
。

心
臓
や
脳
に
関
す
る
病
気

は
、
山
に
入
る
と
発
症
し
や

す
い
状
態
に
な
る
。

３
山
岳
事
故
を
無
く
す
に
は

鈴
鹿
山
系
で
登
山
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
13
年
か
ら
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
。
又
、
登

山
者
の
求
め
る
も
の
は
、
標

識
、
登
山
情
報
、
駐
車
場
・

ト
イ
レ
で
、
施
設
化
を
推
進

さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
。

登
山
道
整
備
と
情
報
提
供

は
、
入
山
者
を
増
や
す
だ
け

で
、
登
山
事
故
は
な
く
せ
な

い
。
か
つ
て
は
登
山
者
の
組

織
化
に
よ
っ
て
、
単
独
山
行

に
よ
る
遭
難
を
な
く
す
方
向

が
あ
っ
た
。

自
立
し
た
登
山
者
の
教
育

に
加
え
、
登
山
チ
ー
ム
と
い

う
シ
ス
テ
ム
で
安
全
登
山
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

登
山
者
自
身
の
知
識
や
技

術
と
信
頼
感
の
あ
る
パ
ー
テ
ィ

で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

出
来
れ
ば
事
故
は
減
少
す
る
。

留
守
本
部
と
し
て
の
役
割
を

含
め
登
山
チ
ー
ム
と
し
て
行

動
す
る
よ
う
に
す
る
。

止
め
る
た
め
の
決
め
事
、

引
き
返
す
勇
気
で
は
な
く
、

引
き
返
す
計
画
を
立
て
て
お

く
こ
と
。

事
故
を
最
小
限
に
し
、
死

に
そ
う
な
人
を
助
け
る
「
ダ

メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に

は
、
無
線
・
携
帯
等
通
信
が

有
効
な
手
段
で
あ
る
。

待
機
者
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
支

援
と
と
も
に
、
家
族
や
仲
間

の
メ
ン
タ
ル
支
援
も
大
変
効

果
的
。

若
年
層
の
登
山
事
故
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
は
、
高
校

山
岳
部
の
顧
問
の
高
齢
化
も

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

祝
賀
会

鈴
木
県
警
救
助
隊
長
、
望

月
静
岡
市
山
岳
連
盟
会
長
、

記
念
講
演
会
講
師
の
北
村
先

生
の
来
賓
の
ほ
か
加
盟
団
体

か
ら
50
名
の
出
席
を
得
て
、

静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島

屋
で
開
催
さ
れ
た
。

席
上
、
塩
澤
前
副
会
長
、

豊
田
元
副
会
長
が
多
年
に
亘

り
県
岳
連
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
、
滝
田
会
長

か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
た
。

所
属
山
岳
会
の
方
々
が
一

堂
に
会
す
る
貴
重
な
宴
席
と

な
り
、
盛
況
に
催
さ
れ
た
。

各
山
岳
会
の
皆
様
と
の
交
流

に
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
と
、

参
加
者
の
方
か
ら
感
想
を
い

た
だ
い
た
。

（
坂
田
昇
）

（
３
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）

「
高
野
山
女
人
道
、
町
石

道
ハ
イ
キ
ン
グ
」
、
青
春
18

切
符
を
利
用
し
た
「
鎌
倉
ア

ル
プ
ス
」
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ブ
ロ
グ
『
島
田

ハ
イ
キ
ン
グ
』
を
開
設
し
常

に
新
鮮
な
活
動
状
況
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
外
部
の
方
と

の
情
報
交
流
の
場
と
し
て
も

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

発
足
か
ら
当
会
に
所
属
し

て
き
た
経
験
か
ら
、
会
員
同

士
の
目
に
見
え
な
い
信
頼
関

係
の
存
在
に
あ
り
が
た
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
昨
今
、
山

岳
会
離
れ
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
無
理
の
な
い
ス
タ
ン

ス
で
所
属
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
振
り
返
え
っ
て
み
る
と

味
わ
い
の
あ
る
大
切
な
存
在

で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
益
々
会
員
各
々
の

志
向
に
応
じ
た
多
様
な
ス
タ

イ
ル
の
山
歩
き
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

70
周
年
・
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会

70
周
年
・
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会

島
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

会
長

池

谷

延

房

島
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